


















17 

粟崎八幡神社絵馬保存整備事業 I
平成7~11年度

北前船主が奉納した豪壮な船絵馬がよみがえる

北前船の寄港地からほど近く、北前船主や船頭衆から篤く崇敬された粟崎八幡神社。

粟崎八幡神社には「海の豪商」といわれた北前船主が寄贈した

豪壮華麗な絵馬が多数残っています。

史料的価値が高い船絵馬の保存修復を補助しました。

金沢市の北西、内灘町に隣接する粟崎町にある粟崎八幡神社に奉納されている絵馬で、 19面あります。

特に船絵馬の内7面は、回船問屋の木谷藤右衛門の一族が文化文久年間 (1804~1863)にかけて奉納し

たもので、これだけの大作がまとまった船絵馬は県内では希有であり、極めて価値が高く貴重です。

昭和57年(1982)に絵馬19面が金沢市有形民俗文化財に指定されました。また、平成30年 (2018)には

船絵馬11面が絵馬では日本で初めてとなる「ふね遺産」に、令和元年 (2019)には船絵馬11面と大絵馬

2面が8本遺産に認定されました。

当財団は19面のうち5面について、修復事業の補助を行いました。

修復された船絵馬

粟崎八幡神社所蔵（金沢市有形文化財指定、 H本遺産認定）

「コ韓征伐（武者絵）」平成9年修復／年代不明

「ガ徳丸」平成11年修復／文化8年(1811) 「萬全丸」平成10年修復／慶応2年(1866)

「辰吉丸」平成11年修復／文政11年(1828) 「白山丸、永福丸」平成10年修復／万延2年(1861)
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金沢芸妓の魅力がわかる動画を財団WEBサイト上で広く公開

金沢の芸妓の魅力を発信するために、

多彩な内容の動画を制作しました。

財団WEBサイト→https://www.yokohama-bunka.jp/project/index.html 

金沢の伝統芸能の担い手～芸妓～

金沢の三茶屋街の芸妓の魅力、技芸などを紹介するほか、

芸妓になったきっかけなど、芸妓本人へのインタビューも

収録しました。

ひがし茶屋街芸妓「さわぎ」

普段の日常から芸を志す

“芸妓”にかわる様子をイメージし

制作しました。

にし茶屋街芸妓「芸妓への路」

芸妓への道をイメージできるよう、

ドラマ仕立ての映像を制作しました。

主計町茶屋街「芸妓の美と、魅力」

お座敷の様子をとおして、

芸妓の魅力を紹介します。

金沢の伝統芸能イベント開催事業／
細証梵囃f子ども熟共同：平成25年度～

子ども塾共同 ：平成29年度加賀立＝

金沢ならではの「和のおけいこ」の成果発表の場

金沢に継承されている伝統芸能「金沢索囃子」や「加賀宝生」等を広く知ってもらうため、

金沢索囃子子ども熱や加賀宝生子ども熟との共同プロジェクトとして、

子どもたちの成果発表を兼ねたイベントを開催しています。

金沢索囃子子ども塾・加賀宝生子ども熟

金沢索囃子子ども熟修了発表会（令和3年3月）

配
k, -

加賀宝生子ども熟発表会

（平成30年3月）

金沢市が金沢の伝統文化を次代に引き継ぐことを目的に開講しました。

月2回2年間のカリキュラムでお稽古を重ね、これまでたくさんの子どもたちが金沢の伝統芸能を学んでい

ます。
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II財団の概要

名称 公益財団法人横浜記念金沢の文化創生財団

所在地 石川県金沢市広坂1TH1番1号（金沢市役所文化政策課内）

設立 平成3年(1991)9月5日

公益法人への移行 平成24年(2012)4月1H

代表理事（理事長） 横浜健

II事業内容

本法人は、金沢に伝承されてきた優れた文化遺産、伝統芸能、好ましい隣保関係を、次代を担う

若人たちに引き継ぐとともに、優れた文化的遺産等の保全、修景、新たな地域文化・コミュニティ

の創生を図り、もって活力と潤いのある住みよいまちづくりの推進に寄与することをH的とし、

次の公益目的事業を行っています。

(I)伝統芸能の継承および育成に関する事業

(2)その他、上記H的を達成するために必要な事業
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公益財団法人

横浜記念金沢の文化創生財団

〒920-8577石川県金沢市広坂l丁目1-1（金沢市役所文化政策課内）

tel.076-220-2442 fax.076-220-2069 https:/ /www.yokohama-bunka.jp/ 

発行：令和4年(2022)3月
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